
 

                                      

 

 

 

 

〔趣旨〕 

 これからの社会は、「将来の予測が困難な複雑で変化の激しい社会」「ＡＩ（人工知能）等の導入

により、子どもが今なりたい職業は将来存在しないかもしれない社会」など、産業・経済の構造的

変化、雇用体制の多様化・流動化による社会環境の大きな変化が予測される。 

このような社会の到来は、子ども自らの将来のとらえ方にも大きな変化をもたらしている。とど

まることなく変化する社会の中で、子どもが夢や目標をもって積極的に自分の将来を切り拓いて生

きていくためには、社会の変化を恐れず粘り強く前進し、失敗しても諦めず変化に対応していく力

と態度を育てることが不可欠である。 

 そこで、学校においては、これからの社会を創りあげていくために必要な知性と創造性とともに、

豊かな人間性を身に付けさせるために、他者を認めつつ、他者と協力することの大切さを教え、よ

りよい社会を協働して形成しようとする態度や能力を育む必要がある。 

 校長は、キャリア教育等の視点を取り入れた教育活動により、社会的・職業的自立に必要な基礎

的・汎用的能力等、子どもに生きる力の基礎を積極的に身に付けさせなければならない。 

 本分科会では、校長のリーダーシップの下、特別活動を要としつつ教科等で身に付けた知識・技

能等を基に、よりよい社会の形成に向け、主体性をもって社会に参画し、課題解決を図る能力や態

度などを育むための具体的方策を明らかにする。 

 

《 協議題 １ 》 社会の発展に貢献しようとする資質・能力・態度を育む教育活動の推進 

 

《 協議題 ２ 》 自立・協働・創造の心を育むキャリア教育の推進 【本年度提案：沖縄県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 ８分科会 「社会形成能力」 
 
研 究 主 題 社会形成能力を育む教育活動の推進 
 


